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僅
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ベ
叩
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潜
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徳
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諸
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図
産
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い
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経
済
皐
士
堀
江
保
蔵

商
人
排
除
の
傾
向
に
就
て
・
・
・
・
・
経
済
墜
士
谷
口
吉
彦

経
漕
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認
識
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観
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企

業

由

競

争

第
六
十
四
巻

ム

"、
~ 

J、

E高

~Jt 

ム
p、
ム

ノ、

/人，

巴

業

の

:金出~

尾花

争

島

日
E:l 

太

耳目

、
-
序
一
一
日
、

1
1
1
ニ
笹
業
政
策
、
|
|
三
利
盆
と
損
失
、

1
1四
資
本
白
投
下
と
回
収
、
|
|
五
、
競
争
の
意
義
と

目
攻
↑
手
段
、
|
|
穴
競
争
の
場
面
、
!
|
七
競
争
の
結
果
、
!
八
事
業
の
経
費
、
|
|
丸
事
業
中
止
鈷
に
於
け
る
取

「
入
、
ー
ー

-
O
事
業
中
止
駐
の
公
式
、

l
i
-
-
利
盆
由
、
追
及
よ
り
担
失
の
腕
減
ヘ
、

t
l
-
ニ
競
挙
よ
り
濁
占
へ

序!

言

こ
〉
に
論
十
る
所
の
企
業
の
競
争
と
は
、
謂
は
ゆ
る
買
手
の
競
守
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
於
て
謂
ふ
所
の
競
争

と
は
、
二
つ
若
し
く
は
ム
一
つ
以
上
の
管
業
政
策
炉
、
相

E
に
影
響
し
製
肘
す
る
状
態
で
あ
る
。

競
争
に
劃
臆
す
る
も
の
は
濁
占
で
め
る
。
企
業
の
濁
占
と
は
、

一
つ
の
管
業
政
策
が
支
配
的
地
位
を
占
め
て
行

は
る
う
状
態
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
そ
の
管
業
政
策
は
、

業
が
協
議
し
て
、
若
し
く
は
合
同
し
て
、
一
つ
の
替
業
政
策
を
と
る
こ
と
う
な
り
た
る
場
合
に
、
ぞ
れ
が
支
配
的

一
つ
の
企
業
の
そ
れ
に
限
る
課
で
は
な
〈
、
多
数
の
公

地
位
を
占
な
る
こ
と
〉
な
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
濁
占
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

カ
W
Y
4

ア

Y

の
濁
占
、

ト
ラ
ス
ト
の

猫
占
の
如
き
は
、
即
ち
こ
れ
で
あ
る
。

在
は
、
本
論
文
に
於
て
は
、
専
ら
麓
争
を
取
扱
ふ
こ
と
〉
し
、
濁
占
は
更
に
他
の
機
舎
に
於
て
論
十
る
こ
と
〉

与

一言一手



ナ
F

る。

但
し
、

競
争
も
濁
占
色
、

北
(
に
替
業
政
策
が
如
何
に
行
は
る
、
か
が
、

て
の
本
質
ぞ
な
す
も
の
で
あ
る
か

ら
.
先
づ
替
業
政
策
な
る
も
の
〉
吟
味
よ
り
、
こ
の
研
究
ケ
進
め
る
こ
と
〉
す
る
。

一一
醤

業

政

策

管
業
政
策
と
は
、

如
何
に
事
業
を
鮭
管
す
べ
き
か
の
政
荒
で
あ
る
つ
'

E

今
し
十
品
、

L
，
砂
川

J
h

如
何
に
資
本
を
増
殖
す
べ
き
か

の
政
策
、

即
ち
資
本
政
業
よ
り
生
れ
、

そ
-
一
二
議
雪
U

て
情
豊

T
L
n
a
t
7
0
乃
?
?
。
Q

i

!

;

j

-

J

i

-

-

(

V

L

 

放
に
そ
の
聞
係
に
於
r

苦
民
生
長
〉
A

V

い
ト
プ
コ
'
〉

-
1
7
5
1
E
'
コ
'
「
/
、

1
2
崩
~
刃
G

二江
A
7
1
J
T〆
a
j
E刷、/二

-
E
刀

H
功

1
句

作

llv

vf~

ド
ワ
J品
目
直

JtFFPRJJtLγfhノ
〕

C
刀
う
よ

q

J

↑J
一
ノ
ハ
/
し
干
ル
長
7
1
h

一r
一一孔
Y

/
し

主

m改
~
t
-
L
l
v
F，干、
6
v
↑

I

能
な
る
所
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
聞
係
に
於
て
は
、

4
a
h
ι

、
資
本
政
策
は
管
業
政
策
の

一
部
を
な
す
も
の
と
い
ふ
こ

と
が
出
来
る
。
要
す
る
に
、
雨
者
は
根
本
に
於
て
一
な
る
も
の
で
あ
る
。

替
業
政
策
は
、
ま
た
、
外
部
的
に
は
、
販
寛
政
策
と
な
っ
て
現
は
れ
る
。
お
筒
形
の
商
品
を
取
扱
は
な
い
事
業
に

ゐ
つ
て
は
、
販
貞
政
策
と
い
ふ
言
葉
は
嘗
ら
示
、
む
し
ろ
替
業
政
誌
と
い
ふ
-
一
一
同
葉
ぞ
の
ま
〉
の
方
が
、
こ
れ
を
表

は
す
も
の
と
し
て
適
営
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
而
も
そ
の
政
策
の
中
に
、
有
形
の
商
品
ぞ
取
扱
ふ
事
業
の
場
合
に
は

販
責
政
策
L
」
い
は
る
べ
き
も
の
が
、
賓
質
的
に
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
玄
る
合
得
な
い
。
併
し
、

い
づ
れ
に
す
る

も
、
販
責
政
策
は
管
業
政
策
の
一
部
分
で
あ
る
。

郎
ら
、
費
本
政
策
、
管
業
政
策
、
販
責
政
策
は
、
結
局
、

一
聯
の
開
係
に
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
金
贈
を

一
つ
の
替
利
政
策
若
し
く
は
麗
替
政
策
と
名
付
け
て
も
差
支
は
な
い
。

企

業

白

競

争

帯
コ
一
十
四
巻

二
六
七

奇Z

wJt 

二
六
七



企

業

の

競

争

第
三
十
四
巻

二
六
八

第
一
就

二
六
八

ーー
手。

盆

と

損

失

企
業
は
資
本
に
闘
す
る
損
盆
蹄
麗
の
主
躍
で
あ
る
。
却
も
告
別
を
目
的
と
す
る
。
器
利
と
は
利
益
を
追
及
す
る

こ
と
で
あ
る
。
利
益
と
は
、
資
本
の
増
殖
し
た
る
部
分
で
あ
る
。
責
本
は
、
一
冗
来
、
ぞ
の
所
有
者
炉
、
そ
れ
の
増

殖
を
目
的
と
し
て
保
有
す
る
所
の

]
凶

MA円
}g-Mmzz
一5
可
で
あ
る
。

何
日
n
p
F
ロ
mmpσ
己
』
門
司

は
日
本
語
に
言
ひ
表
は
す

に
適
切
な
る
言
葉
が
な
く
、
強
い
て
ニ
一
日
へ
ば
『
交
換
能
力
』
L
」
も
言
ひ
得
な
い
で
も
な
い
け
れ
ど
も
遁
営
で
は
な
い
c

そ
の
何
も
の
だ
る
か
に
つ
い
て
は
詳
論
ぞ
要
す
る
所
で
あ
る
か
ら
、
他
日
に
譲
り
、
こ
〉
に
は
躍
に
、

三
山
内
も

D

い
か
他
の
も
の
と
交
換
し
得
る
力
』
と
い
が
置
〈
に
止
め
る
。
資
本
は
こ
の

F内口
E
ロ

m
g
z
z
q
で
あ
る
け
れ
E
色、

車
純
な
る

H
U
丘
Z
D
m
g
z
ξ
は
資
本
で
は
な
く
、
更
に
増
殖
す
る
目
的
を
以
て
保
有
せ
ら
れ
て
居
る
同

W
M口
-H山
口
問

E
E
-々
が
資
本
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
費
本
営
増
殖
せ
し
む
る
こ
と
、
そ
れ
が
即
ち
替
別
で
あ
る
。

併
し
、
資
本
は
た
い
A

そ
れ
を
所
有
す
る
だ
け
で
増
殖
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ぞ
れ
を
貨
幣
た
る
形
態
よ
り
他
の

形
態
に
輔
換
し
、
更
に
、
そ
れ
を
貨
幣
た
る
形
態
に
復
せ
し
む
る
の
運
動
経
過
を
と
ら
な
け
れ
ば
、
資
本
は
決
し

て
増
殖
す
る
も
の
で
は
な
い
。
卸
ち
沼

g
qー
。
。
。
宏
l
冨

g
q
た
る
形
態
を
と
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の

貨
幣
た
る
形
態
よ
り
、
資
本
を
他
の
形
態
に
轄
換
せ
し
む
る
こ
と
郎
ち
ぎ

E
冨

g
q
z
o
g含

が
、
資
本
の

投
下
で
あ
り
、
こ
れ
を
一
再
び
貨
幣
の
形
態
に
復
せ
し
か
る
こ
と
即
ち

p
o
E
C
g含
吉

富

g
q
が
、
資
本
の
回

肢
で
あ
る
。
資
本
は
、
こ
の
投
下
と
回
肢
と
の
蓮
動
を
経
過
し
て
、
初
め
て
、
ぞ
の
増
殖
を
見
る
を
得
る
の
で
あ

手
事

E普
え

↑

fιιh 



る
。
そ
し
て
軍
に
一
回
の
循
環
運
動
で
は
な
く
、
権
積
的
な
る
楯
環
運
動

Z
I
P
I
F
-
-
F
l
F
l
F
I
Z
-
-

FE---一
-p-E

に
置
か
れ
て
、
こ
の
増
殖
が
行
は
れ
る
の
で
あ
る
。

責
本
が
、
投
下
以
前
の
第
一
の
貨
幣
た
る
形
態
の
と
き
よ
り
、

一
E
、
他
の
形
態
に
轄
換
し
、
そ
れ
が
回
股
せ

ら
れ
て
、
再
び
、
第
二
の
貨
幣
た
る
形
態
に
復
し
た
る
と
き
に
、
第
二
の
方
炉
、
第
一
よ
り
も
大
な
る
ー
と
き
は
、

~p 
ち

云
H

八
富
山

な
る
と
き
は
、
資
本
は
増
殖
を
遂
げ
た
る
も
の
で
あ
り
、
資
本
家
は
利
盆
を
得
た
こ
と
h

な
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
二
の
場
合
の
貨
幣
額
が
第
一
の
場
合
の
貨
幣
額
&
超
過
す
る
所
の
部
分
、
即
ち
そ
の
差
額

ヘヨヨ
l
弓
ン
。
戸
、
司
孟
さ
5
3
0
4事
リ
I
C

十七

〆

1

ー
と

J
h

ヨ
q
，f
v

よ
J
4

昌
吉
手
々
ー
と

l

h
H
L

る
利
盆
み
ど
迅
及
す
zω

こ
と
で
あ
る
。

尤
毛
、
資
本
は
、
趣
績
的
に
投
下
と
回
牧
E
の
循
環
運
動
に
置
か
る
る
も
の
で
あ
り
、
而
-6
同
じ
時
に
投
下
せ

ら
る
〉
資
本
の
中
に
で
も
、
流
動
的
牒
態
に
於
て
投
下
せ
ら
れ
た
も
の
と
、
固
定
的
版
態
に
投
下
せ
ら
れ
た
も
の

と
は
、
そ
の
岡
敬
に
遅
速
が
あ
る
か
ら
、
果
し
て
、
そ
れ
が
増
殖
し
に
る
や
否
や
は
、
最
終
の
回
牧
を
侯
た
な
け

れ
ば
判
明
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
郎
ち
玄
』
と
ョ
=

と
の
比
較
に
於
で
初
め
て
明
か
な
る
所
で
あ
る
。
印
ち
一
つ

の
企
業
は
、
果
し
て
そ
れ
が
利
益
を
奉
げ
た
る
や
否
や
は
、
そ
の
企
業
が
最
後
の
清
算
を
鰹
な
け
れ
ば
判
明
す
る

も
の
で
は
な
い
。
併
し
、
そ
れ
に
て
は
、
利
益
を
責
本
以
外
に
抽
出
し
て
、
こ
れ
を
生
活
の
た
め
に
用
ふ
る
こ
と

一
が
出
来
な
い
か
ら
、
人
潟
的
に
一
定
の
期
聞
を
劃
し
、
こ
れ
#
グ
二
替
業
年
度
と
し
て
、
そ
の
営
初
と
ぞ
の
絡
末
と

一
に
於
け
る
費
本
を
比
較
し
て
の
ヨ
ま
り
も
門
吉
の
方
が
大
な
ら
ば
、
利
盆
あ
り
た
る
も
の
と
し
て
、
慮
置
せ
ら

一
る
〉
の
で
あ
る
。
即
ち
こ
れ
は
、
暫
定
的
利
盆
で
あ
る
。

企

業

の

競

争

第
三
十
四
巻

二
六
九

第

務

ノ、

九



企

業

の

競

争

第
三
十
四
巻

二
七

O

第
一
競

二
七

O

資
本
家
は
、
増
殖
炉
-
計
ら
ん
が
亡
め
に
、
資
本
を
所
有
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
利
盆
を
皐
ヤ
る
こ
と
が
、
資

本
を
所
有
す
る
の
目
的
で
あ
る
。
如
何
な
る
資
本
家
と
い
へ
ど
も
、
資
本
を
減
少
せ
し
か
る
の
目
的
を
以
て
こ
れ

を
所
有
す
る
も
の
は
絶
封
に
存
在
し
な
い
。
増
殖
し
な
い
目
的
を
以
て
所
有
す
る
と
す
れ
ば
、
ぞ
れ
は
己
に
費
本

で
は
な
い
。
資
本
は
、
擬
人
的
に
言
へ
ば
、
自
己
君
殖
を
目
的
と
し
て
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
併
し
、
資
本
の

増
殖
と
い
ふ
こ
と
は
、
資
本
家
の
主
観
的
期
待
で
あ
り
、
彼
の
目
的
で
あ
る
。
果
し
て
、
現
買
に
、
資
本
が
増
殖

す
る
か
否
か
は
、
前
越
の
投
下
と
回
般
と
の
蓮
動
を
経
過
し
な
け
れ
ぽ
、
も
と
よ
り
分
h
ノ
得
な
い
所
で
あ
る
。
そ

し
て
、
最
密
に
言
ヘ
ぱ
‘
最
'
憾
の
岡
牧
に
歪
ら
な
け
れ
ば
決
定
的
な
る
こ
と
は
分
り
特
な
い
の
で
あ
る
正
共
に
、

暫
定
的
に
も
、

一
つ
の
計
算
期
、
卸
ち
一
つ
の
替
業
年
度
の
柊
h
ノ
に
於
け
る
計
算
を
鰹
な
け
れ
ば
、
果
し
て
利
益

あ
り
に
る
や
否
や
は
分
る
も
の
で
は
な
い
。
資
本
の
増
殖
と
い
ふ
こ
と
は
、
資
本
家
七
る
立
場
に
於
げ
る
主
観
的

期
待
亡
る
に
止
ま
り
、
資
本
は
客
観
的
に
必
十
常
に
増
殖
す
る
も
の
と
思
は
Y
甚
だ
し
き
誤
解
で
あ
る
。

若
し
、
投
下
と
回
牧
左
の
蓮
動
を
経
過
し
に
る
土
に
於
て
、
第
二
の
貨
幣
仁
る
資
本
の
額
が
、
第
一
の
貨
幣
七

る
資
本
の
そ
れ
よ
り
も
減
少
し
て
戸
V
冨
凶
と
な
っ
て
居
れ
ば
、
そ
の
資
本
家
は
損
を
し
た
の
で
あ
り
、
部
ち
、

そ
の
差
額
(
冨
H
l
冨
む
が
損
失
で
あ
る
。
か
〉
る
損
失
が
累
積
す
れ
ば
、
遂
に
、
資
本
を
消
壷
す
る
こ
と
3

な
る
。

卸
ち
、
資
本
は
、
そ
れ
自
ら
の
増
殖
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
け
れ
E
も
、
こ
の
増
殖
の
に
め
に
は
、
投
下
と

図
版
と
の
運
動
を
経
過
す
る
を
要
し
、
而
も
、
こ
の
運
動
の
経
過
中
に
於
て
.
資
本
は
、
増
殖
す
る
か
棋
少
す
る

か
、
そ
の
い
づ
れ
か
に
柊
る
の
外
な
き
も
の
で
あ
る
。
資
本
は
、
所
有
者
の
主
観
に
於
て
は
、
増
殖
、
即
ち
利
盆

題、



を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
け
れ
ぎ
色
、
事
態
推
移
の
客
観
的
結
果
に
於
て
は
、
増
殖
か
、
減
少
か
、
郎
ち
利
益

か
損
失
か
、
ぞ

ωい
づ
れ
か
を
賭
す
る
運
命
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

四

資
本
の
投
下
と
固
牧

客
観
的
に
言
へ
ば
、
資
本
は
、
利
盆
を
賛
ら
す
か
損
失
を
蒙
る
か
、
こ
の
い
づ
れ
か
の
結
果
に
経
る
運
命
の
下

に
、
投
下
と
回
肢
と
の
運
動
の
中
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
損
失
・
を
蒙
る
こ
と
を
諾
ん
ぜ
.5
れ
ば
、
資
本
を
投

下
と
回
肢
と
の
運
動
に
置
く
こ
と
は
出
来
子
、
投
下
と
回
牧
と
の
蓮
動
に
置
か
な
ゆ
れ
ば
、
資
本
の
増
殖
、
即
ち

利
益
も
が
主
わ
る
一
ご
B
，P

ょ
、
。
司
九
KEP-包
含
T
'
L
と
す
る
乃
L

げ
助
主
、

-
4
♂
ノ

;

l

i

-

-

t

1
ペ
メ

f-J〈
t
z
f
f
h
d
、
ノ

j
i
J
7
1

〕
士
、
、
口
氏
た

r者
F
5
り
¥
1
訪
ご
ぺ
r

E
U一
j
E
t
I
J
F，
民
」
9
Z
G
4
4
3
1
タ

な
ら
向
。

こ
の
、
費
本
を
、
利
盆
か
損
失
か
の
い
づ
れ
か
に
踊
着
せ
し

U
る
所
の
、
投
下
L
」
回
肢
と
の
運
動
を
、
如
何
に

行
は
し
む
べ
き
か
は
、
費
本
を
所
有
す
る
も
の
に
と
っ
て
、
頗
る
重
要
な
る
事
柄
で
あ
り
、
資
本
を
し
て
費
本
た

ら
し
む
る
か
、
責
本
た
る
こ
と
を
消
滅
せ
し
む
る
か
の
運
命
令
-
分
つ
も
の
で
あ
る
。
資
本
政
策
、
即
ち
雌
営
業
政
策

は
、
費
本
の
投
下
と
回
牧
と
の
運
動
を
如
何
に
行
は
し
む
べ
き
か
を
決
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
資
本
に
つ
い
て

言
へ
ば
、
頗
る
重
要
な
る
色
の
で
あ
る
。
買
に
管
業
政
策
の
遁
否
、
巧
拙
炉
、
資
本
の
運
命
令
}
決
す
る
所
の
鍵
で

J

の
る
。資
本
の
最
初
の
投
下
を
決
定
す
る
色
の
は
、
責
本
政
策
で
あ
る
。
定
期
預
金
と
す
べ
き
か
、
株
式
を
買
得
す
べ

企

業

の

競

争

第
三
十
四
巻

七

第

披

七
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争
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二
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二

第

務

七

き
か
、
公
債
若
し
く
は
世
債
に
臆
寡
す
べ
き
か
、
婚
に
、
自
ら
何
等
か
の
事
業
を
普
む
た
め
に
こ
れ
を
投
下
す
べ

き
か
を
、
決
す
る
も
の
は
、
資
本
家
の
意
思
で
あ
り
、
そ
れ
が
資
本
政
策
で
あ
る
。
こ
の
範
固
に
於
て
は
、
資
本

を
有
す
る
も
の
は
、

い
か
な
る
人
も
、
も
に
ぎ
る
を
得
5
る
意
思
で
あ
ち
、
政
策
で
あ
る
。
そ
し
て
、
自
ら
何
等

か
の
事
業
を
替
h
u
に
め
に
、
資
本
を
投
下
す
る
場
合
併
-
除
い
て
は
、
右
の
資
本
政
策
は
、
未
だ
替
業
政
策
に
る
意

味
を
も
た
な
い
。

替
業
政
策
は
、
資
本
家
が
自
ら
何
等
か
の
事
業
を
替
な
が
た
め
に
、
資
本
を
投
下
す
る
場
合
に
初
め
て
存
在
す

る
。
資
本
J

婦
が
そ
の
賀
本
ゐ
九
他
人
の
事
業
に
投
下
す
る
の
で
は
な
〈
し
て
、
自
ら
何
等
か
の
事
業
台
管
ふ
り
だ
め

に
投
下
す
る
こ
と
や
-
決
定
す
る
は
、
前
過
の
加

t
、
資
本
政
策
と
い
ふ
ぺ
き
も
の
で
あ
る
。
併
し
、
自
ら
何
等
h
y

の
事
業
を
管
む
に
し
て
も
、
愈
:
資
本
を
投
下
す
る
に
営
つ
て
は
、
具
瞳
的
に
、
そ
の
事
業
の
種
類
、
事
業
の
場

所
、
企
業
の
形
態
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
郎
ち
、
製
盛
業
h
y

、
硝
子
工
業
か
、
電
車
事
業
か
、
銀
行
業
h
r

、

ま
に
そ
れ
を
大
阪
に
於
て
す
る
か
東
京
に
於
て
す
る
か
、
更
に
個
人
登
業
ー
と
し
て
普
ゆ
り
か
、
株
式
舎
一
祉
と
し
て
砦

む
か
、
等
々
の
問
題
を
決
定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
ら
は
、
い
づ
れ
も
資
本
の
投
下
に
閲
す
る
問
題
で
あ
る
か
ら
、

費
本
政
策
で
あ
る
。

経
由
業
政
策
は
、
資
本
家
が
右
の
諸
問
題
を
決
定
し
、
愈
E
顧
客
を
調
象
を
す
る
活
動
を
決
定
す
る
と
き
よ
り
初

ま
る
。
そ
し
て
顧
客
を
封
象
と
す
る
範
圏
内
に
於
て
は
、

一
切
の
政
策
は
管
業
政
策
と
な
Z
。
故
に
、
事
業
の
種

類
、
事
業
の
場
所
、
企
業
の
一
形
態
等
色
、
顧
客
を
劃
象
と
し
、
そ
れ
を
考
慮
に
入
れ
て
決
定
す
る
限
り
、
そ
の
費



本
政
策
は
、
そ
の
ま
〉
ま
た
替
業
政
策
で
あ
る
。
而
色
、
ま
た
、
顧
客
を
封
象
と
す
る
一
切
の
管
業
政
策
は
、
利

盆
の
追
及
、
印
ち
費
本
の
増
殖
を
根
本
の
目
標
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
資
本
政
策
で
あ
る
。
こ
の
賠
に
於
て
、

資
本
政
策
と
替
業
政
策
と
は
合
致
す
る
の
で
あ
る
。

か
の
販
責
政
策
と
い
は
る
〉
色
の
は
、
顧
客
を
封
象
と
す
る
所
の
、
最
も
庇
接
な
る
政
策
で
あ
る
か
ら
、
言
ふ

ま
で
も
な
く
、
判
官
業
政
策
の
一
部
で
あ
る
こ
と
は
轟
に
遁
べ
に
る
所
で
あ
る
。

管
業
政
策
は
、
如
何
に
事
業
を
極
替
す
べ
き
か
の
方
針
で
あ
り
、
そ
れ
は
資
本
の
増
殖
を
目
的
と
し
、
顧
客
ぞ

劃
照

2
し
て
決
定
せ
ら
る
冶
色
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
極
替
の
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
亙
る
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
ち
、

、BJJ

、a，
，
、
、
，
J

そ
の
最
も
主
要
な
る
貼
を
奉
ぐ
れ
ば
、
一
債
格
.
二
品
質
、
二
一
生
産
量
若
し
く
は
供
給
量
、
酌
販
貰
若
し
く
は
供

〆
't-

、

/
t

、

f

，

‘

、

，

，

t

、

給
の
地
域
等
で
あ
る
。
無
形
の
も
の
〉
提
供
に
於
て
は
、
品
質
は
性
質
、
態
様
、
等
の
語
を
以
て
言
ひ
換
へ
る
こ

と
が
出
来
る
。
替
業
政
策
は
こ
れ
ら
を
如
何
に
定
h
u
べ
き
か
に
そ
の
重
賠
が
あ
る
。

五

競
宰
の
量
義
と
手
段

き
て
、
競
争
と
は
、
二
つ
若
し
く
は
二
つ
以
上
の
管
業
政
策
が
、
相
互
に
影
響
し
製
肘
す
る
吠
態
で
あ
る
。
管

業
政
策
が
、
相
互
に
影
響
し
製
肘
す
る
の
関
係
は
、
同
種
の
商
品
を
生
産
す
る
か
、
販
責
す
る
か
、
若
し
く
は
同

じ
種
類
の
無
形
の
も
の
を
提
供
す
る
所
の
企
業
相
互
の
聞
に
存
す
る
所
で
あ
る
。
即
ち
同
業
の
聞
に
存
す
る
所
で

あ
る
。
最
密
に
言
へ
ば
同
種
の
も
の
と
認
め
得
F
る
ち
の
で
色
、
互
に
代
用
閥
係
に
あ
る
も
の
は
、
そ
れ
ら
の
替

企

業

由

競

争
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業
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競

争
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七
四

第
一
披

二
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四

業
政
策
が
互
仁
影
響
し
撃
肘
す
る
の
闘
係
が
成
り
立
ち
得
る
。
郎
も
、
競
争
は
同
業
者
相
互
の
問
、
若
し
く
は
、

類
川
業
者
相
互
の
聞
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

元
来
、
競
争
の
円
的
と
す
る
所
は
、
他
の
同
業
者
よ
り
も
、
自
分
の
方
に
苦
肉
y

多
く
の
顧
客
を
惹
き
付
け
ん
と

す
る
に
あ
る
。
そ
し
て
‘
他
の
同
業
者
よ
り
も
、
自
分
の
方
が
ヨ
リ
多
〈
の
販
責
、
供
給
若
し
く
は
提
供
含
な
さ

ん
と
す
る
に
あ
る
。
こ
れ
が
た
め
に
、
そ
の
一
手
段
と
す
る
所
は
、
も
と
よ
り
多
〈
の
事
柄
に
及
ぶ
け
れ
ど
も
、
償

格
の
引
下
げ
と
品
質
の
改
善
と
が
主
要
な
る
該
心
で
あ
る
。
庚
告
、
宣
侍
等
は
、
競
争
手
段
と
し
て
は
、
補
助
的

な
る
意
味
を
も
つ
に
止
ま
い
る
。
生
産
、
供
給
若
し
く
は
提
供
の
分
量
、
及
び
そ
の
地
域
は
、
競
守
に
於
て
は
手
段

に
る
の
で
は
な
〈
、
寧
ろ
そ
れ
の
維
持
若
し
く
は
費
展
炉
、
目
標
と
せ
ら
る
う
所
で
あ
る
。

同
種
の
商
品
若
し
く
は
同
種
の
無
形
の
も
の
う
提
供
を
な
す
企
業
の
一
つ
が
、
そ
の
債
格

l
l商
品
に
つ
い
て

言
へ
ば
、
そ
の
責
値
ー
ー
を
引
下
C
る
か
、
若
し
く
は
、
そ
の
品
質
の
改
善
を
な
す
と
き
に
、
他
の
企
業
が
一
冗
の

ま
¥
ノ
に
て
存
す
る
ん
)
き
は
、
後
者
に
従
前
向
ひ
た
る
顧
客
の
多
〈
は
、
前
者
に
惹
き
付
け
ら
れ
、
前
者
の
販
責
量
、

供
給
量
若
し
く
は
提
供
量
は
増
加
し
、
そ
れ
だ
け
、
後
者
の
そ
れ
は
減
少
す
る
。
故
に
、
後
者
が
、
そ
の
従
前
の

販
責
量
、
供
給
量
若
し
〈
は
提
供
量
の
減
退
を
免
れ
ん
と
す
れ
ば
、
少
く
と
も
自
己
も
同
様
に
、
そ
の
債
格
を
引

下
げ
、
そ
の
品
質
を
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
、

一
つ
の
企
業
炉
、
そ
の
管
業
政
策
の
主
要
駐
た
る
償

格
若
し
く
は
品
質
、
或
は
そ
の
雨
者
に
於
て
、
顧
客
を
惹
き
付
け
る
所
の
盤
克
を
加
ふ
る
と
き
は
、
ぞ
れ
は
、
他

の
同
業
者
の
管
業
政
策
仁
同
じ
慶
夏
を
な
さ
し
む
る
所
の
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
め
る
。

手
豪
華
事
情
2
1
2
二

tt
“奇七



更
に
、

一
つ
の
企
業
が
、
債
格

l
l寅
値
|
|
の
引
下
げ
若
し
く
は
品
質
の
改
善
堂
、
或
程
度
に
留
め
ん
こ
左
ぞ

欲
す
る
場
合
に
、
他
の
同
業
者
が
、
ぞ
れ
以
上
の
引
下
げ
若
し
く
は
改
善
を
な
す
と
き
は
、
前
述
し
に
る
と
同
様
の

閥
係
に
よ
り
、
自
己
も
亦
、
そ
の
管
業
政
策
に
製
肘
を
受
け
て
、
設
定
の
程
度
以
上
の
引
下
げ
若
し
く
は
改
善
を

な
さ
げ
〉
る
を
得
r
d

る
こ
と
〉
な
る
v

ま
た
若
し
、
自
己
は
、
債
格
の
据
置
き
若
し
く
は
引
上
げ
?
な
さ
ん
と
欲
し
、

ま
た
は
、
品
質
を
一
克
の
ま
〉
に
維
持
せ
ん
こ
と
を
欲
す
る
場
合
に
、
同
業
者
が
、
債
格
の
引
下
げ
を
な
す
と
き
は
、

そ
の
据
置
き
若
し
く
は
引
上
げ
の
方
針
を
放
棄
し
て
、
自
己
色
亦
引
下
げ
を
な
す
の
外
な
さ
に
至
る
ペ
く
、
品
質

の
改
善
に
も
努
力
せ
司
ざ
る
を
得
5
る
に
至
る
こ
土
¥J

な
る
。
か
く
の
如
く
に
、
替
業
政
策
が
他
の
替
業
政
策
に
よ

っ
て
、
町
ル
響
せ
ら
れ
、
制
肘
せ
ら
る
〉
開
係
が
相
互
に
存
す
る
こ
と
〉
な
る
場
合
に
、
そ
の
状
績
を
競
争
と
い
ふ

の
で
め
る
。

若
し
、

一
つ
の
企
業
が
、
そ
の
債
格
若
し
く
は
そ
の
品
質
を
改
善
し
て
、
販
責
量
、
供
給
量
ま
た
は
提
供
量
の

増
加
を
計
ら
ん
と
せ
る
に
、
他
の
同
業
者
が
、
会
〈
相
閥
せ
r
u
る
の
態
度
を
と
り
、
そ
の
債
格
、
そ
の
品
質
に
何

等
の
襲
更
を
加
へ
子
、
ぞ
の
他
、
販
責
量
、
供
給
量
、
ま
七
は
提
供
量
を
増
加
せ
し
め
る
所
の
、
若
し
く
は
そ
の

滅
退
を
防
ヤ
所
の
手
段
を
採
ら
な
い
と
き
は
、
そ
の
聞
に
何
等
の
競
争
は
存
在
し
な
い
。

.晶-，、

競

宰

の

場

面

競
宰
の
行
は
れ
得
る
関
係
に
あ
る
場
面
、
郎
ち
そ
の
場
所
若
し
く
は
地
域
を
市
場
(
富
山
『
r
a
)
と
い
ふ
。
市
場

企

業

の

競

争

第
三
十
四
巻

二
七
五

第
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七
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は
、
通
常
、
需
要
と
供
給
と
の
適
合
す
る
場
所
と
い
は
れ
て
居
る
。
こ
れ
は
、
企
業
な
る
も
の
に
着
目
す
れ
ば
、
競

争
の
行
は
れ
得
る
闘
係
に
あ
る
場
所
に
外
な
ら
な
い
。
も
と
よ
り
市
場
な
る
も
の
に
は
、
現
質
に
競
争
の
行
は
れ

居
る
こ
と
を
必
要
と
し
な
い
っ
競
争
が
排
除
せ
ら
れ
、
濁
占
が
成
立
し
て
居
っ
て
も
、
競
争
が
排
除
せ
ら
れ
て
居
る

L
」
い
ふ
こ
と
が
あ
る
限
h
、
そ
の
場
所
若
し

t
は
地
域
は
上
遁
の
意
味
に
於
げ
る
市
場
で
あ
る
。
如
何
な
る
濁
占

4
潜
在
的
競
争
に
耐
ら
き
れ
て
居
る
の
で
J

の
る
か
ら
、
競
争
の
可
能
を
消
滅
し
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

競
争
の
行
は
れ
得
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
多
数
の
企
業
炉
、
共
通
の
顧
客
を
も
っ
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
各
顧
客

は
‘
い
づ
れ
'
も
な
る
べ
く
支
〈
買
は
ん
こ
と
な
欲
す
る
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
而
も
、
そ
の
目
的
と
す
る
も
の

を
獲
得
す
る
が
た
め
に
ほ
、
自
己
の
そ
れ
に
劃
す
る
購
買
力
の
詐
す
限
り
は
、
多
〈
支
出
帥
ふ
こ
と
を
酔
せ

F
る
も

の
で
あ
る
。
故
に
顧
客
の
側
に
於
て
も
競
争
が
あ
る
。
こ
の
競
争
闘
係
に
あ
る
所
の
各
顧
客
の
購
買
力
の
一
繰
り

が
、
枇
曾
的
な
一
圏
の
需
要
で
あ
る
o

企
業
の
競
争
は
、
こ
の
一
一
糖
、
り
の
需
要
に
封
鹿
し
て
、
そ
の
中
か
ら
、
他

の
同
種
事
業
の
企
業
に
向
ふ
べ
き
よ
り
も
、
な
る
べ
く
多
〈
の
購
買
力
を
自
己
に
振
向
け
し
め
ん
左
す
る
の
で
あ

d
o
o
 こ

の
、
競
争
開
係
に
於
て
相
関
聯
す
る
所
の
各
顧
客
に
封
肱
し
で
、
企
業
の
競
守
の
行
は
る
場
所
的
範
闇
炉
、

市
場
な
る
も
の
限
界
を
な
す
の
で
あ
っ
て
、
即
ち
、

一
つ
の
市
場
と
い
は
る
う
も
の
で
あ
る
。

企
業
の
競
争
、
顧
客
の
競
争
、
換
言
す
れ
ば
、
供
給
者
の
競
争
、
需
要
者
の
競
争
、
そ
れ
ら
は
い
づ
れ
も
、
客

睡
と
す
る
所
の
商
品
、
若
し
く
は
無
形
の
も
の
、
性
質
若
し
く
は
種
類
の
如
何
に
よ
っ
て
、
そ
の
行
は
る
ち
範
国

船ふ一
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を
異
に
す
る
。
故
に
具
鱒
的
に
存
在
す
る
市
場
は
、

一
々
の
積
類
の
商
品
、
若
し
く
は
一
々
の
種
類
の
無
形
の
も

の
に
つ
い
て
異
ら
玄
る
を
特
な
い
。
ま
に
、
需
要
色
、
生
産
者
の
そ
れ
と
、
商
人
の
そ
れ
と
、
消
費
者
の
そ
れ
と

に
よ
り
て
異
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
に
調
態
す
る
所
の
供
給
も
、

一
々
に
ま
た
異
る
。
ぞ
れ
一
か
た
め
、
そ
れ
ら
双
方

の
適
合
す
る
場
所
的
範
聞
も
自
ら
同
じ
で
は
な
い
。
故
に
例
へ
は
、
陶
器
の
市
場
L
」
米
の
市
場
と
は
同
一
で
は
な

〈
、
卸
寅
市
場
と
小
寅
市
場
と
も
亦
同
一
で
は
な
い
。

市
場
ド
於
て
、
債
格
が
成
立
す
る
。

一
つ
の
市
場
に
於
て
、

一
つ
の
叫
に
成
立
す
る
値
格
は
、
略
ぼ
或
る
一
円
/

〕

コ

-
t
T
、J

コ
o

o
J
H
a
f，
古
語
、
ィ

そ
の
中
心
た
る
慣
格
が
市
場
慣
絡
『
ζ

い
式
れ
る
。

ご
山
市
場
債
権
ハ
ゆ
る
も
の
、
成
立
は
競
争
の

作
用
で
あ
る
。

企
業
と
顧
客
、
即
ち
供
給
者
と
需
要
者
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
各
自
が
競
争
闘
係
に
於
て
針
路
し
、
そ
こ
に
市
場
を

形
成
す
る
の
で
あ
る
。
併
し
、
供
給
者
が
一
人
に
し
て
需
要
者
が
多
毅
な
る
場
合
、
供
給
者
が
多
数
に
し
て
需
要

者
が
一
人
な
る
場
合
、
若
し
く
は
双
方
が
一
入
な
る
場
合
に
は
、
そ
の
一
人
な
る
限
り
に
於
て
競
争
は
現
賓
に
は

存
在
し
な
い
。
併
し
、
今
日
の
鰹
梼
組
織
に
於
て
は
、
そ
の
場
合
に
於
で
も
競
争
の
可
能
は
否
定
す
る
こ
E

と
が
出

来
な
い
。
故
仁
、
右
の
如
き
各
場
合
に
も
、
市
場
と
い
ふ
も
の
、
存
在
を
認
め
得
る
の
で
あ
る
。

競
守
の
行
は
る
、
場
所
的
範
囲
は
市
場
の
範
間
合
限
劃
す
る
。
そ
し
て
、
競
守
は
市
場
に
於
て
排
除
せ
ら
る
〉

こ
と
が
め
り
、
ま
た
は
現
買
に
は
存
在
し
な
い
こ
と
も
あ
る
υ

而
色
、
現
在
の
鰹
梼
組
織
の
下
に
於
て
は
、
競
争

の
可
能
な
忍
も
の
は
、
常
に
存
在
し
て
消
滅
す
る
こ
と
は
な
い
c

故
に
競
争
の
行
は
る
〉
可
能
あ
る
闘
係
の
下
に

、会

企

業

由

競

争

第
三
十
四
巻

二
七
七

第

冒k

七
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企

業

の

競

争

第
三
十
四
巻

二
七
八

第
一
波

二
七
八

立
つ
場
所
若
し
く
は
地
域
を
市
場
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

七

競

暑

の

結

果

競
争
に
は
、

一
般
的
競
争
と
特
定
的
競
争
と
が
あ
る
。

一
般
的
競
争
と
は
、

一
般
の
同
業
者
を
以
て
相
手
方
と

す
る
競
争
で
あ
り
、
特
定
的
競
争
と
は
特
定
の
同
業
者
を
以
て
相
手
方
と
す
る
競
争
で
あ
る
。
特
定
的
競
宰
は
、

景
気
の
上
昇
左
下
降
と
に
閥
係
な
〈
行
は
る
冶
所
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

一
般
的
競
争
は
、
景
気
の
上
昇
す
る
場
合

よ
り
も
い
υ
し
ろ
、
畏
試
D
下
準
ず
る
易
含
ニ
ヨ
ま
る
、
も
ろ
で
わ
る
。

世
間
の
購
買
力
が
漸
減
す
る
場
合
に
於
て
ほ
、
同
一
の
慣
格
及
び
同
一
の
品
質
を
維
持
す
れ
ば
、
販
員
量
、
供

給
量
ま
た
は
提
供
量
ぽ
減
退
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
が
減
退
す
れ
ば
、
牧
入
貨
幣
額
は
そ
れ
に
雁
じ
て
減
退
す

る
。
却
ち
、
そ
れ
だ
け
資
本
の
回
牧
が
遅
延
す
る
罪
で
あ
り
、
回
轄
教
を
滅
す
る
課
で
あ
る
。
資
本
の
回
肢
の
遅

一
定
の
時
聞
を
劃
し
て
考
察
す
れ
ば
、
資
本
増
殖
の
減
少
で
あ
る
。
即
ち
利
益
の
減
少
で
あ

延
左
い
ふ
こ
と
は
、

。
。

一
般
的
購
買
力
の
減
少
は
、
か
く
の
如
く
、
事
業
利
盆
の
減
少
を
来
す
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
事
業
経
費
を

同
じ
程
度
に
減
少
せ
し
む
る
も
の
で
は
な
い
。
故
に
、
事
業
利
盆
を
同
一
に
保
守
り
、
若
し
く
は
、
減
退
せ
し
め
な

い
こ
と
を
欲
す
る
な
ら
ば
、

一
つ
一
つ
の
憤
格
を
引
下
げ
て
、
販
責
量
、
供
給
量
若
し
く
は
提
供
量
の
増
加
を
計

る
か
、
若
し
く
は
、
品
質
の
改
善
に
よ
り
て
、
そ
の
増
加
を
計
る
の
外
は
な
い
。
こ
れ
は
、

い
づ
れ
の
企
業
に
於

年
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い
て
も
同
様
で
あ
る
。
故
に
、
景
気
下
降
の
場
合
に
於
て
は
、
各
金
業
は
、
殆

E
順
次
に
、
債
格
の
引
下
げ
若
し
く

は
品
質
改
善
の
管
業
政
策
を
と
る
こ
と
、
な
り
、
そ
れ
が
相
互
に
相
影
響
し
て
、
益
1
債
格
の
引
下
げ
と
な
る
。

だ
三
品
質
の
改
善
は
、
有
形
の
商
品
に
あ
り
で
は
、
技
術
の
進
歩
の
範
圏
内
に
止
ま
る
が
故
に
、
或
程
度
以
上
に

は
進
む
こ
と
が
出
水
平
な
い
け
れ
ど
も
、
無
形
の
も
の
冶
提
供
、
謂
は
ゆ
る
サ

1
ピ
ス
の
如
き
も
の
は
盆
Z
改
善
せ

ら
る
冶
こ
と
〉
な
る
。

世
間
の
購
買
力
が
減
退
し
、
景
気
が
一
般
的
に
下
降
す
る
場
合
に
、
債
格
が
夫
第
に
低
下
し
、
ま
だ
、
無
形
の

も
の
ヨ
提
供
が
懇
切
勤
勉
E

と
な
る
ほ
、
即
ち
こ
の
競
争
の
結
果
で
あ

fa。

併
し
乍
ら
、
債
格
の
引
下
げ
リ
は
、
債
格
と
原
費
と
の
聞
き
や
」
少
〈
す
る
も
の
で
あ
り
、
品
質
の
改
善
は
原
費
を

高
く
し
て
、
こ
れ
ま
た
債
格
と
原
費
と
の
差
を
少
く
す
る
色
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
競
争
が
盆
1
甚
だ
し
き
に
歪

れ
ば
、
債
格
は
愈
1
引
下
げ
ら
れ
、
或
は
原
費
が
盆
l
引
上
げ
ら
れ
て
.
遂
に
は
そ
の
差
が
全
く
無
く
な
り
、
競

争
、
愈
E
激
烈
を
加
ふ
る
な
ら
ば
、
遂
に
は
、
照
費
以
下
の
債
格
と
な
る
。
か
く
て
は
、
そ
の
事
業
は
、
損
失
の

下
に
替
ま
る
〉
こ
と
〉
な
る
。

元
来
、
如
何
な
る
企
業
も
利
益
を
皐
げ
ん
が
士
め
に
事
業
を
替
な
志
の
で
あ
り
、
如
何
な
る
競
争
も
利
盆
を
奉

戸
、
る
目
的
を
以
て
行
ふ
所
で
あ
る
。
然
る
に
、
今
、
企
業
が
損
失
の
下
に
事
業
を
替
み
、
競
争
が
損
失
の
下
に
行

一
見
、
頗
る
奇
怪
な
る
現
象
で
あ
る
。
何
故
に
、
か
冶
る
奇
河
内
な
る
現
象
が
存
す
る
か
。
そ
れ
は
、

固
定
せ
ら
れ
た
る
責
本
を
護
り
、
結
局
に
於
け
る
そ
れ
の
回
牧
を
完
う
せ
ん
と
欲
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
る
ヨ
は
、

企

業

の

競

争

第
三
十
四
巻

ヒ
九

第

競

七
九



企

業

の

競

争

第
三
十
四
巻

二
人

O

第

宮古

二
人

O

を
明
か
に
す
る
が
た
め
に
は
、
事
業
に
於
げ
る
経
費
の
性
質
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

J¥ 

事

業

の

鰹

費

凡
そ
、
如
何
な
る
種
類
の
事
業
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
経
費
は
、
事
業
の
基
礎
の
た
め
に
同
定
的
に
投
下
せ
ら
れ

七
る
資
本
に
閲
す
る
経
費
と
、
事
業
活
動
の
に
め
に
要
す
る
経
費
と
に
分
つ
こ
と
が
出
来
る
。

事
業
の
基
礎
の
七
め
に
同
定
的
に
投
下
せ
ら
れ
た
る
資
本
に
閲
す
る
経
豊
を
固
定
費
と
い
ふ
。
即
ち
工
場
、
庖

輔
、
事
務
所
b

倉
庫
、
通
路
等
の
如
き
士
地
姥
物
及
び
構
作
物
、
ま
に
機
械
の
'
相
手
動
産
、
特
許
権
、
一
し
に
せ
』

研
一
如
き
無
形
の
も
¢
は
引
事
業
mw
基
礎
仁
る
所
の
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
も
の
う
調
達
獲
得
の
に
め
に
は
費

本
を
固
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
か
〉
る
も
の
は
、
そ
の
も
の
〉
存
積
年
限
内
に
、
殊
に
鰹
梼
的
に
見
た

る
存
績
年
限
年
内
に
、
ぞ
の
費
本
を
回
牧
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
故
に
二
臆
必
や
そ
れ
を
岡
牧
寸
る
計
算

の
も
と
に
、
毎
管
業
年
度
に
そ
の
額
を
一
計
上
す
る
こ
と
〉
な
る
。
そ
れ
が
即
ち
原
債
償
却
費
で
あ
る
。
ま
に
こ
れ
ら

の
も
の
に
投
下
し
た
る
資
本
が
自
己
資
本
で
は
な
く
て
借
入
資
本
な
る
と
き
は
、
そ
の
利
子
も
必
や
支
梯
は
ね
ば

な
ら
ぬ
。
ま
仁
原
債
償
却
炉
完
成
す
る
以
前
に
於
て
.
不
慮
の
事
件
に
因
り
、
前
遮
の
も
の
が
消
滅
破
壊
す
β

場

合
に
は
、
未
聞
肢
の
資
本
が
滅
失
す
る
こ
と
、
F

な
る
か
ら
、
そ
れ
を
蝿
、
補
す
る
七
め
に
保
険
を
附
す
る
必
要
が
あ

り
、
従
っ
て
保
険
料
の
支
掛
も
必
要
と
な
る
。
凡
そ
、
か
〈
の
如
き
も
の
が
固
定
費
の
主
要
な
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
固
定
豊
は
事
業
の
基
礎
七
る
規
模
を
盤
更
し
な
い
限
り
、
管
業
の
繁
閑
に
拘
は
ら
守
、
毎
管
業
年
度
に
於

2
・E品
L
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て
、
大
慢
、
確
定
額
を
以
て
必
要
と
な
る
軽
費
で
あ
っ
て
、
事
業
を
廃
止
し
て
、
財
産
の
慮
品
川
を
し
な
い
限
り
は
、

縦
ひ
一
時
事
業
を
休
止
す
る
色
、
何
等
の
盤
更
な
く
必
要
と
す
る
経
費
で
あ
る
。
而
も
ま
に
、
事
業
の
活
動
が
盛

と
な
り
、
生
産
量
若
し
く
は
取
扱
量
が
増
加
す
る
も
、
そ
れ
が
た
め
事
業
の
基
礎
に
る
所
の
工
場
、
底
舗
等

ee増

設
し
な
い
限
り
は
、
こ
の
種
の
経
費
は
増
加
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
併
し
、
事
業
の
活
動
が
盆
1
盛
と
な
h
、
従

前
の
規
模
に
て
は
そ
れ
に
臆
じ
切
れ
や
し
て
、
乙
れ
を
鷺
張
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
種
の
経
費
は
、
そ
の
と
き
に

於
て
躍
進
的
の
増
加
を
な
す
も
の
で
あ
一
る
。

事
業
に
は
、
そ
の
基
礎
に
る
の
雑
費
セ
要
す
る
と
共
に
、
そ
の
活
動
の
仁
め
の
経
費
を
必
要
と
す
る
。
こ
の
活

動
の
た
め
の
経
費
に
は
二
種
あ
っ
て
、

一
つ
佐
粧
替
費
と
い
ひ
、
他
を
特
別
長
一
と
い
ふ
。

経
管
費
と
は
、
事
業
の
一
般
的
経
替
の
た
め
に
要
す
る
費
用
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
、
生
産
手
頭
上
各
生
産
物
に

共
通
で
あ
る
か
、
若
し
く
は
事
業
を
行
ふ
た
め
に
各
取
引
に
共
通
し
て
必
要
と
せ
ら
る
冶
経
費
で
あ
る
。
例
へ
ば
、

、

人
件
費
、
消
耗
品
費
、
事
務
費
、
動
力
費
、
照
明
費
等
は
こ
れ
に
属
す
る
。

こ
の
種
の
経
費
は
、
生
産
量
の
増
加
若
し
く
は
取
引
量
の
増
加
に
従
っ
て
増
加
し
、
そ
の
減
少
に
従
っ
て
減
少

す
る
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ

E
正
比
例
的
に
増
減
す
る
の
で
は
な
〈
、
車
に
遁
滅
的
割
合
に
於
て
増
減
す

る
も
の
で
あ
る
Q

従
っ
て
、
事
業
が
繁
忙
と
な
る
も
、
そ
の
程
度
に
感
じ
て
増
加
す
る
ち
の
で
な
く
、
ま
に
そ
れ

が
閑
散
と
な
る
も
、
そ
の
程
度
に
臆
じ
て
減
少
す
る
も
の
で
は
な
い
。
更
に
、
極
端
に
、
縦
ひ
事
業
を
一
時
休
止

す
る
も
、
こ
れ
佐
藤
止
し
な
い
限
り
は
、
査
然
不
要
と
な
る
も
の
で
は
な
く
て
、
筒
ほ
、
幾
分
を
必
要
『
と
す
る
も

企

業
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企

業
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第
一
一
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十
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巻

ノl

第

i¥. 

の
で
あ
る
。

特
別
費
と
い
ふ
は
、
各
個
の
生
産
物
に
つ
い
て
、
若
し
く
は
各
個
の
取
引
に
つ
い
て
、

一
々
に
要
す
る
所
の
費

用
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
原
料
費
、
倉
敷
料
、
荷
造
料
、
包
装
料
、
代
金
取
立
料
、
手
形
割
引
料
、
原
料
商
品
な
ど

の
蓮
詮
賃
、
保
険
料
及
び
そ
れ
ら
の
買
入
の
た
め
に
要
す
る
借
入
資
本
の
利
子
等
で
あ
る
。

特
別
費
は
、

生
産
量
若
し
く
は
取
引
量
の
増
加
と
共
に
大
膿
宇
一
れ
と
正
比
例
的
に
増
加
し
、
そ
の
減
少
土
共
に
、

ま
た
大
健
そ
れ
と
正
比
例
的
に
減
少
す
る
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
事
業
伝
腐
止
す
る
と
き
は
勿
論
の
こ
1
」
、
こ

れ
台
中
止
す
る
場
合
に
は
全
〈
張
ザ
ゴ
る
所
の
設
用
で
あ
J

弓。

事
業
経
費
は
、
如
何
な
る
種
類
の
産
業
に
於
て
色
、
右
の
同
定
費
、
経
緯
口
費
、
特
別
費
の
三
種
よ
ち
成
る
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
農
業
た
る
と
、
林
業
た
る
と
、
工
業
仁
る
?
と
、
商
業
た
る
と
、
そ
の
他
の
藤
一
業
た
る
と
を
問

一
般
に
事
業
経
費

(C己
)
を
C
と
し
、
同
定
費

(
E
M
E
gえ
)
会
/
と
し
、
経
拙
官
費

(
2
2晶一=問

は
な
い
。
今
、

円
宝
門
)
を
叫
と
し
、
特
別
費
(
山
勺
3
2
-
2込
)
を

s
と
す
れ
ば
、
h
d
H
H
L
Z
ミ
+
同
で
あ
る
3

そ
し
て
、
同
定
費
土
粧
持
費

と
は
、
謂
は
ゆ
る
結
合
経
費
(
」
0
5
ご
2
内
)
で
あ
っ
て
、
特
別
費
は
佃
別
経
費
で
あ
る
。
生
産
物
商
品
そ
の
他
勢
務

の
原
費
を
計
算
す
る
場
合
に
は
、
特
別
費
が
最
初
に
計
算
せ
ら
れ
1

1

そ
れ
故
に
こ
れ
は
ま
に

日】『一ヨ
m
円
。
出
円

L」

も
い
は
れ
る

l
尖
は
鰹
管
費
一
の
割
営
部
分
が
算
入
せ
ら
れ
、
同
定
費
の
負
権
部
分
は
最
後
に
計
上
せ
ら
れ
る
。

丸

事
業
中
止
離
に
於
け
る
牧
入

V
-

E-字
母
武
器
者



今
、
如
何
な
る
事
業
に
於
て
も
、
そ
の
事
業
牧
入
炉
、
ぞ
れ
の
経
費
よ
り
色
大
で
あ
れ
ば
利
盆
で
あ
り
、
小
で

あ
れ
ば
損
失
で
あ
る
。
事
業
牧
入

(-E=一=?)'乞
E
L
}
す
れ
ば
、

h
v
へ
の
場
合
に
は
利
盆
で
J

の
ち
、
h

円
、
円
，
の

場
合
に
は
損
失
で
あ
る
。

即
ち
前
の
場
合
に
は

(
h
ー
へ
)
だ
け
の
利
盆
が
あ
り
、
後
の
場
合
に
は
(
市
1
3
だ
け

の
損
失
が
あ
る
。

競
争
の
結
果
同
八
円
と
な
り
(
へ
l
巳
の
損
失
を
生
や
る
こ
と
冶
な
り
た
る
場
合
に
、
何
故
に
直
ち
に
そ
の
事

業
を
中
止
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
。

金
業
が
損
失
の
下
に
事
業
を
畳
む
と
い
ふ
奇
山
内
な
る
現
象
が
何
故
に
存
在

h
l
'
〉

ラ

G

-

L

b

』

h

・
3
主
砂
子
、

J
9
4

力

そ

fhklこ
d
場
右

(
へ
パ

h
J
主

I
Z
-
-
r
-員
一
刊
し
ま
ち

3
7
1
r
b
J
3
A
-
v
-
hソ
仔
告
に

p
r
p
t
ノ

C
E
K

/

h

t

f

h

、

J
4
J
】

P
U
/
L

，
V

4

4

{

ι

川
U

f

M

L

f

L

一『一=
A
J

一Y
J〈

F
T
J
l
i
e

そ
の
中
止
の
聞
に
於
て
色
或
揮
の
経
費
は
、
依
然
、
必
要
で
あ
っ
て
、
ぞ
れ

rけ
は
損
で
あ
る
か
ら
、
一
卒
業
を
腿

績
す
る
こ
と
の
損
を
認
め
な
が
ら
色
、
そ
の
損
一
炉
、
こ
の
事
業
中
止
の
聞
も
向
ぽ
要
す
る
所
の
経
費
よ
り
少
け
れ

ぱ
、
こ
れ
を
中
止
せ
中
し
て
織
積
す
る
方
炉
、
損
が
少
く
、
即
ち
相
封
的
に
得
で
あ
-
る
か
ら
で
あ
る
。

前
通
の
如
く
、
事
業
を
中
止
し
て
も
.
C 

を
構
成
す
る
所
の

f 

ば
そ
の
全
額
に
於
て
必
要
な
る
も
の
で
あ

り

加
は
、
そ
の
全
額
に
於
て
は
必
要
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
而
も
そ
の
得
分
は
必
要
な
る
も
の
で
あ
る
。
印
ち
、

中
止
の
場
合
に
於
て
も
、

m
よ
り
小
き
き
F
仰
を
必
要
と
す
る
。
に
ゾ
ぷ
は
そ
の
全
額
を
必
要
と
し
な
い
。
印
ち
、
事

業
中
止
の
場
合
に
於
て
も
、

(
¥
+
ミ
¥
)
と
い
ふ
経
費
を
必
要
主
す
る
。
若
し
、
こ
の
経
費
を
支
出
し
な
け
れ
ば
、

営
該
事
業
に
固
定
的
に
投
じ
た
る
資
本
は
、
そ
れ
を
瞳
現
せ
る
工
場
、
機
械
、
居
舗
、
そ
の
他
拙
営
業
上
の
施
設
が

物
理
的
、
構
造
的
の
腐
持
を
来
す
と
共
に
消
滅
す
る
か
、
若
し
く
は
そ
れ
ら
が
債
務
履
行
の
た
め
に
他
人
の
手
に

企

業
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企

業

の

競

争

二
八
州

移
っ
て
消
滅
す
る
こ
と
¥
宇
な
る
。
故
に
こ
れ
ら
に
投
じ
た
る
資
本
を
擁
護
す
る
亡
め
に
は
事
業
中
止
の
聞
に
於
T

第
三
十
四
巻

第

罰主

il 
凶

も
(
¥
+
ミ
)
の
蛭
費
は
紹
封
的
に
必
要
で
あ
る
。

h
Y
3
0
次
第
で
あ
る
か
ら
、
競
争
の
結
果
k

口
，
八
円
ー
と
な
h-
、
(
h，
l
h
)
 
の
損
失
を
蒙
る
こ
と
〉
な
っ
て
も
.

(
内
l
h
)
即
ち
、
門
(
¥
十
ミ
十
』
)
l
ト
〕
を
(
¥
+
ミ
)
と
比
べ
て
、
〔
(
¥
+
ミ
ナ
F
)
h
〕
〈
(
¥
十
え
)
な
る
限
h
ノ
は
、
常
ほ

事
業
を
椴
積
す
る
方
が
損
は
損
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
寧
ろ
事
業
を
中
止
す
る
よ

b
も
得
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
.
E

が
実
第
に
小
き
く
な
っ
て
、
〔
(
平
ミ
十
以
)
1
3
H
(
¥
Tろ
と
な
れ
ば
、
そ
の
事
業
を
檎
積
す
4
2

色
中
止
す
る
も
、

仕
つ
~
そ

η
羽
百
一
ま
コ
同
じ
こ
2

と
ご
ち
る
u

;
l
i
〈

4

(

|

M

4

E
二
、
:
パ
ト

5
;
よ
り
一
-
、
コ
ア
-

ι

』

二

(

/

ふ

ん

F
;
(
7

，

.

1

1

〔
(
¥
ナ
ミ
十
M
〉

l
h〕
V

(
ヘ
十
日
、
」
L
」
な
る

に
至
れ
ば
、
最
早
ゃ
、
事
業
は
、
中
止
す
る
方
が
特
で
J

め
る
。

或
企
業
が
ぞ
の
事
業
を
中
止
す
れ
ば
、
彼
は
競
争
の
圏
外
に
去
つ
に
こ
と
に
な
る
、
従
っ
て
、
そ
れ
ピ
け
、
競

争
は
緩
和
せ
ら
れ
る
こ
と
〉
な
る
。
ぞ
し
て
、
か

3
G蓮
命
に
陥
る
企
業
が
生
守
る
こ
と
多
け
れ
ば
多
き
ほ

E
、

競
争
緩
和
の
程
度
は
大
と
な
る
。
然
ら
ぱ
、
如
何
な
る

E
き
に
於
て
、
企
業
は
そ
の
事
業
全
中
止
す
忍
か
。
質
際
の

場
合
に
於
て
は
、
単
に
経
済
上
の
闘
係
だ
け
で
な
く
、
積
々
な
る
悶
慌
が
影
響
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
如
何
な
る

と
き
に
中
止
す
る
か
を
一
般
的
に
は
言
ひ
得
な
い
け
れ
ど
も
、
に
一
〉
師
紅
梅
上
の
嗣
係

rけ
か
ら
言
へ
ば
E
H
F
-
次
第

に
減
少
し
て
、

〔
(
¥
+
ミ
十
h
)
ー

l
h
〕
H
(
¥
十
三
と
な
り
た
る
と
き
に
、
そ
の
事
業
は
中
止
す
べ
き
で
め
る
。
卸
ち

h
H
(ミ
l
ミ
)
+
レ

と
な
り
た
る
と
き
は
、
そ
の
事
業
は
中
止
す
べ
き
拭
態
に
到
若
し
た
も
の
と
一
一
一
日
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
在
は
、
事

-r
勃
F



業
牧
入
即
ち
E
が
、
右
の
方
程
式
の
一
不
す
閥
係
債
値
に
到
達
し
た
る
と
き
に
、
そ
の
事
業
牧
入
は
、
正
に
、
事
業

中
止
賠
に
あ
る
色
の
と
一
一
-
一
口
ふ
。

競
争
は
、
縦
び
損
失
を
費
ら
す
こ
左
〉
な
っ
て
色
、
そ
れ
だ
け
で
は
止
む
色
の
で
は
な
く
、
競
争
の
結
果
、
そ

の
事
業
牧
入
炉
、
事
業
の
中
止
拙
に
至
る
ま
で
は
、
損
失
の
下
に
依
然
と
し
て
糟
績
せ
ら
る
う
も
の
で
あ
る
。
元

来
、
利
益
の
追
及
ぞ
目
的
主
す
る
企
業
が
、
損
失
の
下
に
事
業
を
替
な
こ
土
、
〉
な
る
の
は
こ
れ
が
た
め
で
あ
る
。

o 
事
業
中
止
軸
の
公
式

事
業
中
止
勤
に
於
け
る
牧
入
な
る
色
の
は
、
右
に
嘩
ぷ
る
が
如
く
、

h
リ
(
走
|
言
、
)

+

h

の
公
式
に
よ
っ
て
表
は

す
こ
と
が
出
来
る
。
併
し
乍
ら
、
こ
の
E
の
値
は
、
各
企
業
の
も
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
よ
っ
て
異
る
も
の
で
あ

っ
て
、
ど
の
企
業
に
つ
い
て
も
、
同
一
な
る
も
の
で
は
、
ち
と
よ
り
な
い
。

事
業
牧
入
た
る
h
h

ん
は
、
債
格
と
分
量
と
の
積
で
あ
る
。
今
、
債
格
を

y
k
し
、
ハ
宣
車
を
グ
と
す
れ
ば
、
k
J
J
H
H

ミ

で
あ
る
。
而
も
、
若
し
、
そ
の
債
格
、
及
び
、
そ
の
債
格
に
於
け
る
販
責
、
供
給
若
し
く
は
提
供
の
分
量
が
、
各
取
引

毎
に
そ
れ
ぞ
れ
異
る
と
き
は
、

h
H
L
B
H
m
p
十
、
M
3
+
N
Y由
民

3

・
-
-
:
、
s
『
ww

で
あ
る
。
併
し
、
今
は
、
説
明
を
簡
車

に
す
る
に
め
に
、
軍
に
h
H
、
時
と
し
て
叙
越
を
進
め
る
。

事
業
の
中
止
貼
を
表
は
す
公
式
を
・
究
の
如
〈
に
定
め
る
。
(
ミ
ー
ミ
¥
)
十
』

、H}
|

則

!

;

;

(

臼

)

第
三
十
四
巻

b
，
H
(ミ
1
・ミヘ
)

+

h

h
H、
も
:
:
(
同
)

E

'

(

ω

)

ば己

第!?

語、l:
i¥. I -;-
五 I-、

必込

傘

業

白

競

争

i¥. 
五



企

業

の

競

争

第
三
十
四
巻

二
八
六

第

披

二
八
六

こ
の
公
式
の
仰
に
於
い
て
、
左
項
を
構
成
す
る
E
、
卸
も
債
格

P
I
l
l
例
へ
ば
責
債
と
、
分
量

g
l
l
例
へ
ば

販
責
量
、
と
は
、
営
該
企
業
の
封
外
粧
品
百
の
巧
拙
に
よ
っ
て
そ
の
佑
が
大
に
異
る
色
の
で
あ
り
、
右
項
の
経
管
費
m

と
特
別
費

s
と
は
主
と
し
て
封
内
経
費
の
巧
拙
に
よ
っ
て
大
に
異
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
左
項
は
営
該
企
業
が

も
つ
所
の
販
路
、
顧
客
、
そ
の
購
買
刀
、
ぞ
の
管
業
上
の
施
設
.
替
業
所
の
所
在
地
、
封
顧
客
膳
接
の
技
巧
等
に

よ
っ
て
、
と
き
と
し
て
は
甚
だ
し
く
異
る
-
も
の
で
あ
り
、
左
項
は
、
例
へ
ぱ
製
造
工
業
に
於
て
は
、
資
本
の
蓮
韓
、

技
術
の
巧
拙
、

工
場
設
備
及
び
機
械
の
能
率
、

原
料
の
蓮
拝
、
従
業
員
の
統
制
、
訓
棟
、
信
認
等
に
よ
h
、
そ
の

前
を
甚
だ
し
〈
異
に
す
H
0

・
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

E
即
ち
事
業
中
止
貼
一
」
一
於
げ
る
事
業
牧
入
な
る
色
の
は
、
を

然
、
各
企
業
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
大
な
る
差
異
の
あ
る
・
も
の
で
あ
る
。

今
、
競
字
に
よ
り
、
債
格
一
か
盆
E
引
下
げ
ら
れ
、
口
問
賓
が
次
第
に
改
善
せ
ら
れ
る
と
き
は
、

い
づ
れ
の
企
業
も

そ
の
事
業
牧
入
は
衣
第
に
、
事
業
の
中
止
黙
に
近
づ
く
こ
と
〉
な
る
。
こ
の
競
争
が
世
間
の
購
買
力
の
増
田
却
に
よ

り
て
緩
和
せ
ら
る
う
こ
と
な
き
L
」
き
は
、
事
業
牧
入
は
全
般
的
に
減
少
す
る
。
か
か
る
と
き
、
各
企
業
が
そ
の
事

業
牧
入
の
中
止
貼
に
劃
す
る
閥
係
は
、
要
す
る
に
、
或
も
の
は
向
ほ
牧
益
航
態
に
居
る
も
の
が
あ
h
、
或
る
も
の

は
、
肱
盆
黙
を
下
っ
て
損
失
状
態
に
入
っ
て
居
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
損
失
航
態
に
入
っ
て
居
る
も
の
〉
中
に
も
、

前
ほ
そ
の
事
業
牧
入
は
中
止
貼
以
上
に
あ
る
も
の
め
り
、
或
は
、
既
に
中
止
貼
を
下
っ
て
居
る
も
の
も
あ
る
こ
と

〉
な
る
。
然
る
と
き
は
、
各
企
業
が
車
純
に
粧
措
上
の
見
地
に
よ
っ
て
行
動
し
得
る
も
の
と
せ
ば
、
ぞ
の
事
業
牧

入
が
既
に
中
止
貼
営
下
っ
て
居
る
も
の
は
、
事
業
を
休
止
す
る
の
外
は
な
い
。
そ
れ
故
に
、
そ
れ
ら
は
、
他
に
特



殊
の
事
情
な
き
限
り
、
事
業
を
休
止
す
る
。
事
業
を
休
止
す
れ
ば
、
そ
の
企
業
は
競
争
よ
り
股
退
し
七
る
こ
と
〉

な
り
、
そ
れ
ピ
け
競
争
は
緩
和
せ
ら
れ
供
給
は
減
少
し
、
債
格
の
引
下
げ
の
勢
が
阻
止
せ
ら
る
冶
罪
で
あ
る
。

か
〈
て
、
多
〈
の
企
業
が
そ
の
事
業
を
休
止
す
る
こ
と
〉
な
れ
ば
、
競
争
が
緩
和
せ
ら
れ
、
供
給
が
減
退
す
る

と
共
に
、
事
業
を
休
止
せ
る
も
の
〉
中
に
は
、
休
止
の
損
失
の
累
積
が
資
本
を
消
査
す
る
も
句
を
生
じ
、
遂
に
事

業
を
麿
止
し
て
全
然
、
供
給
圏
内
よ
り
去
る
も
の
許
生
や
る
。
か
う
る
と
き
に
、
世
間
の
購
買
力
が
、
何
等
か
の

事
情
に
よ
り
、
稿
E
増
加
す
る
に
至
れ
ば
、
供
給
の
減
少
に
よ
り
、
債
格
の
同
復
は
そ
れ
だ
け
増
進
の
勢
を
増
す

揮
で
あ
っ
て
、
景
気
の
上
昇
を
促
す
傾
向
を
見
る
こ
土
〉
な
る
。

同国

間四

制
盤
の
温
庇
よ
り
欄
央
の
軽
減
へ

競
宰
に
よ
り
既
に
事
業
が
損
失
賦
態
と
な

b
に
る
v
と
き
に
は
、
企
業
に
と
っ
て
は
‘
最
早
や
如
何
に
し
て
利
盆

を
皐
ぐ
べ
き
か
Y
問
題
で
は
な
〈
、
如
何
に
し
て
そ
の
損
失
を
少
か
ら
し
な
べ
き
か
Y

、
そ
の
主
要
問
題
と
な
る
。

郎
ち
、
〔
(
¥
+
ミ
+
』
)
l
b一
〕
と
(
¥
十
ミ
)
と
を
日
々
見
つ
め
て
、
そ
の
少
さ
方
ぞ
樺
ぷ
の
外
は
な
い
。

損
失
の
少
き
方
を
捧
ぶ
と
い
ふ
こ
と
は
、
車
に
算
術
的
意
味
に
於
て
、
損
は
少
さ
方
が
よ
い
と
い
ふ
簡
軍
な
理

由
か
ら
で
は
な
い
。
経
済
上
の
理
由
よ
り
言
へ
ば
、
損
失
を
な
る
べ
く
少
か
ら
し
か
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
競
宰
の

膳
績
す
る
限
り
、
そ
の
企
業
が
存
立
し
得
る
か
、
敗
減
し
終
る
か
の
蓮
命
令
}
決
す
る
の
鍵
た
る
も
の
で
あ
る
。
日

々
の
損
失
が
敷
固
多
き
か
数
回
少
き
か
は
、
数
百
高
固
の
責
本
を
擁
す
る
企
業
で
も
、
ぞ
れ
が
、
全
然
敗
滅
す
る

か
、
存
立
を
継
い
績
す
る
か
を
分
つ
所
の
意
義
を
も
っ
・
も
の
で
あ
る
。

企

業

白

競

争

第
三
十
四
巻

二
八
七

第
一
披

ノ、

t 



企

業

白

競

字

第
三
十
問
答

二
八
八

第
一
時
抗

二
日
凡
ヘ

元
来
、
損
失
は
そ
れ
だ
げ
賓
本
の
減
少
で
あ
る
。
損
失
の
累
積
は
資
本
の
消
壷
で
あ
る
。
資
本
含
消
壷
す
れ
ば
、

そ
れ
と
共
に
企
業
は
消
滅
す
る
。
故
に
、
企
業
の
存
績
の
期
聞
は
、
資
本
の
存
標
期
間
と
同
じ
で
あ
る
。
'
資
本
の

存
頭
期
聞
は
、

日
々
若
し

t
は
月
々
の
損
失
を
以
て
資
本
を
除
し
た
る
商
に
等
し
い
。

毎
月
萱
高
間
ィ
、
損
失
ぞ

す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
六
拾
高
闘
の
資
本
を
擁
す
る
事
業
は
、

五
ヶ
年
を
以
て
消
滅
す
る
。
若
し
、
そ
の
損
失
が

章
子
同
を
減
じ
て
九
千
固
と
な
る
と
き
は
、

五
ヶ
年
六
ヶ
月
存
積
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

企
業
は
、
景
気
と
不
景
気
と
の
時
穫
を
切
抜
け
て
存
立
οT
完
づ
寸
る
。
故
気
と
不
良
気
Lr}
は
交
互
に
循
環
し
て

本
小
る
。
も
と
よ
り
そ
の
期
間
d
、
締
然
と
何
午
待
に
い
街
環
す
る
も

ω
2
一
一
一
心
ふ
こ
と
は
出
来
な
い
け
れ
ど
も
、
と
ち

か
く
も
不
景
気
の
衣
に
は
好
景
気
の
来
る
こ
と
亡
け
は
確
で
あ
る
。
ま
た
、
世
間
一
般
の
景
気
は
と
も
か
く
、
或

る
一
つ
の
企
業
に
つ
い
て
言
へ
ば
、
そ
れ
が
例
へ
ば
製
造
工
業
を
替
な
も
の
と
す
れ
ば
、
そ
の
生
産
す
る
商
品
一

個
の
貰
慣
が
‘
そ
の
生
産
費
を
償
は

F
れ
ば
、
損
失
に
於
て
事
業
を
管
hu-
も
の
で
あ
る
か
ら
、
「
一
一
一
ロ
は
ヨ
不
景
気
で

あ
る
。
然
る
に
世
間
の
購
買
力
が
回
復
し
、
そ
の
商
品
一
個
の
寅
慣
が
、
そ
れ
の
生
産
費
を
償
ふ
こ
と
う
な
れ
ば
、

そ
の
額
は
如
何
に
僅
少
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
利
盆
で
あ
る
っ
損
失
が
鰻
け
ば
終
に
は
企
業
が
敗
減
の
外
な
く
、

縦
ひ
僅
少
な
り
L
」
も
利
益
が
績
け
ば
、
そ
の
績
〈
限
り
は
少
く
ー
と
も
そ
の
企
業
は
存
立
し
得
る
も
の
で
あ
る
。

総
て
の
企
業
は
、
世
間
の
購
買
力
が
或
は
増
し
、
或
は
滅
A
V
る
所
の
景
気
持
盤
動
の
大
波
小
波
を
乗
切
っ
て
、
事

業
を
替
む
も
の
で
あ
る
。
購
買
力
の
減
退
し
て
、
未

rそ
れ
が
回
復
し
な
い
期
間
内
に
於
て
、
損
失
の
累
積
が
資

本
を
消
壷
す
る
こ
と
〉
な
れ
ば
、
そ
の
と
き
を
以
て
、
そ
の
企
業
は
消
滅
す
る
こ
と
〉
な
る
。
然
る
に
、
今
や
騰

に
、
損
失
の
累
積
が
そ
の
資
本
を
消
壷
せ
ん
と
す
る
に
近
き
と
き
に
営
っ
て
居
っ
て
も
、
世
間
の
購
買
力
が
回
復



し
、
そ
の
企
業
に
於
て
生
産
す
る
所
の
商
品
の
責
債
が
、
そ
の
生
産
費
金
補
ふ
こ
と
冶
な
れ
ば
、
そ
の
企
業
は
、

倒
壊
の
断
崖
よ
り
危
く
見
る
う
ば
か
り
で
は
な
〈
、
責
慣
が
究
第
に
上
昇
す
る
こ
と
〉
も
な
れ
ば
、
日
々
の
管
業

は
利
盆
を
以
て
行
は
る
う
こ
と
う
な
り
、
そ
の
利
盆
は
、
従
前
の
損
失
の
累
積
を
埋
め
合
は
す
こ

E
が
出
来
、
そ

の
金
業
は
確
賓
に
倒
壊
を
見
れ
て
存
立
の
基
礎
を
竪
む
る
こ
と
冶
な
る
。

六
十
高
固
の
費
本
を
擁
す
る
企
業
炉
、
月
々
士
一
品
高
固
の
損
失
を
績
く
る
司
も
の
と
せ
ば
、
縦
ひ
五
ヶ
年
三
ヶ
月
円

に
景
気
の
回
復
の
と
き
が
来
て
色
、
そ
の
企
業
は
到
底
倒
壊
の
運
命
を
免
れ
得
な
い
。
然
る
に
、
そ
の
損
失
セ
九
千

回
仁
斡
滅
す
る
こ
と
を
得
る
な
ら
ば
、
五
ヶ
年
一
一
一
ヶ
月
ヨ
の
法
気
回
復
の
機
曾
に
際
脅
す
お
ご
v
と
に
よ
っ
て
倒
壊

の
悲
運
営
弛
れ
て
、
存
立
の
基
礎
営
再
び
作
る
こ
?
と
が
出
来
る
。
均
し
く
五
ヶ
年
コ

7
月
目
に
景
気
の
回
復
に
遭

ひ
な
が
ら
、
査
高
圃
の
損
失
の
志
の
は
、
既
に
倒
れ
て
立
つ
能
は
す
、
九
千
固
の
損
失
の
も
の
は
事
業
を
挽
回
し

得
る
の
で
あ
る
。
帥
ち
、
月
に
一
千
回
の
損
失
軽
減
は
、
一
宮
一
に
一
千
闘
の
問
題
で
は
な
く
し
て
、
買
に
、
六
十
高

固
の
資
本
を
色
つ
嘗
該
企
業
の
全
運
命
を
そ
の
上
に
騒
け
て
居
る
所
で
あ
る
。

ー
ー
ー

競
宰
よ
り
濁
占
へ

如
何
な
る
企
業
る
競
争
を
見
れ
る
こ
と
を
得
な
い
。
併
し
、
競
争
は
必
子
そ
の
手
段
と
し
て
、
損
失
を
費
ら
す

所
の
も
の
を
と
る
の
外
に
有
致
な
石
も
の
は
な
い
。
そ
の
損
失
に
劃
し
て
、
資
本
の
耐
え
得
る
も
の
は
、
競
争
の

荒
波
の
中
に
比
較
的
永
〈
事
業
を
保
ち
得
る
け
れ
ど
色
、
資
本
の
そ
れ
に
耐
え
、
き
る
色
の
ほ
、
早
晩
、
そ
の
荒
波

の
渦
中
に
設
落
し
終
る
。

企

業

の

競

争

第
三
十
四
巻

二
八
九

第

務

二
八
九



企

業

の

競

争

第
三
十
四
巻

九
O 

第

量主

ニ
丸

O

企
業
の
技
落
は
.
そ
れ
だ
け
競
争
者
の
減
少
で
あ
り
供
給
の
械
少
で
め
る
。
従
っ
て
競
宰
の
緩
和
で
あ
る
。
併

し
乍
ら
、
縦
ひ
、
段
落
企
業
が
生
や
る
と
も
、
世
間
の
購
買
力
の
誠
退
前
ほ
巳
ま
申
き
る
と
き
は
、
競
争
は
何
等
の

緩
和
ぞ
見
る
こ
と
を
待
十
、
或
は
盆
1
深
刻
に
赴
〈
の
傾
向
を
作
る
。
か
く
て
は
、
各
企
業
は
、
競
宰
の
下
に
共

倒
れ
と
な
る
か
、
若
し
く
は
最
大
責
本
を
擁
す
る
も
の

rけ
が
生
獲
る
こ
と
〉
な
る
。

共
倒
れ
の
傾
向
あ
る
と
き
は
、
競
争
の
不
利
を
互
に
避
け
ん
，
か
た
め
に
、
企
業
相
互
の
同
盟
即
ち
カ
U
F

ア
Y

の

組
織
を
生
む
に
至
る
べ
く
、
然
る
と
き
は
、
ぞ
の
組
織
の
力
に
よ
り
て
、
競
争
を
排
除
し
て
濁
占
を
形
成
す
る
こ

と
、
な
る
。
最
大
資
本
を
擁
す
る
企
業
が
、
樹
ト
ノ
生
残
す
る
場
合
に
於
て
も
競
争
の
一
鹿
止
が
燭
占
の
形
成
金
時
ら

す
と
と
〉
な
る
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。

も
と
よ
り
カ

Y
-
プ
戸
は
、
車
に
競
争
の
激
化
の
み
に
よ
り
て
生
ま
る
〉
も
の
で
も
な
く
、
最
大
資
本
を
擁
す
る

・
も
の
〉
生
残
色
、
多
く
は
、
幾
許
か
の
保
件
が
備
は
り
た
る
と
き
に
ト
ラ
ス
ト
、
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
等
の
形
態
を
と

り
て
、
初
め
て
そ
れ
に
達
す
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
、
競
争
が
濁
占
を
生
む
こ
と
〉
な
る
も
、
緯
て
の
産
業
に
つ

い
て
然
る
も
の
で
は
な
く
、
総
て
の
場
合
に
於
て
然
る
も
の
で
も
な
い
。

併
し
乍
ら
、
資
本
の
固
定
の
程
度
高
〈
、
そ
の
額
の
大
な
る
も
の
は
、
企
業
者
の
載
の
少
き
こ
と
、
即
ち
競
争

開
係
に
立
つ
企
業
の
少
き
こ
と
の
た
め
に
、
カ
U
F
-

プ
Y
-
色
、
ト
ラ
ス
ト
色
、
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
も
構
成
せ
ら
る
に
〉
の

可
能
甚
に
多
く
、
か
¥
ノ
る
樟
類
の
産
業
に
於
け
る
か
〉
る
資
本
版
態
の
企
業
に
あ
り
て
は
、
多
〈
は
、
競
守
は
、

ぞ
れ
自
ら
の
不
利
の
た
め
に
、
ぞ
れ
自
ら
の
作
用
を
排
除
し
て
、
濁
上
口
に
導
く
傾
向
舎
も
つ
も
の
で
あ
る
。

(
大
・
『
二
・
一

O
)


